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　「
全
国
学
力
・
学
習

状
況
調
査
」
と「
岩
手
県
学

習
定
着
度
状
況
調
査
」に
よ

り
ま
す
と
、
小
学
４
年
生
か

ら
中
学
生
の
各
教
科
の
学

力
が
県
平
均
を
下
回
っ
て

い
る
こ
と
は
憂
慮
す
べ
き

事
で
、
学
力
全
般
の
向
上
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。　

21
年
度
は
英
語
に
つ

い
て
は
す
べ
て
の
学
年
で
県

平
均
を
上
回
っ
て
概
ね
良

好
で
あ
る
が
、
国
語
、
算
数
、

数
学
に
お
い
て
は
県
平
均
を

下
回
る
も
の
が
多
い
。

　「
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
」
に
よ
る
と
、
本
村
の

児
童
生
徒
の
家
庭
学
習
の

時
間
は
全
体
的
に
全
国
、
県

と
比
較
し
て
短
く
、
低
学
年

の
段
階
か
ら
の
家
庭
学
習
も

重
要
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

旧
射
撃
場
跡
地

　
　
　
　
活
用
計
画
は

　「
県
警
察
学
校
旧
射

撃
場
跡
地
」は
今
年
度
で
解

体
工
事
が
終
わ
り
、
こ
の

2,
0
0
0
坪
の
空
間
利
用

に
つ
い
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
地
は
元
村
保
育
園

に
隣
接
し
、
滝
沢
小
・
中
学

校
、
滝
沢
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

外
山
の
入
り
口
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
地
元
、
元
村
地

域
の
皆
様
と
関
係
す
る
公

的
機
関
と
の
十
分
な
調
査

と
研
究
を
行
な
っ
て
い
た

だ
き
、
活
用
方
法
を
見
い
出

し
、
取
得
に
務
め
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
国
所
有
の
旧
射
撃
場

跡
地
は
財
務
省
盛
岡
財
務

事
務
所
と
村
と
の
協
議
に

な
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
村
と
し
て
は
、
旧
射
撃
場

跡
地
の
一
部
を
歩
道
整
備
の

用
地
と
し
て
利
用
致
し
ま

す
。

　
現
在
、
そ
の
他
の
活
用

計
画
は
持
ち
合
わ
せ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
地
元
住
民
の

方
々
の
意
向
も
伺
っ
て
お

り
、
今
後
は
、
村
全
体
の
事

務
事
業
の
中
で
の
優
先
順

位
な
ど
勘
案
し
、
検
討
致
し

ま
す
。

・「
若
者
定
住
」に
つ
い
て

・「
失
業
者
へ
の
事
業
」紹
介

に
つ
い
て

　
事
業
仕
分
け
に
よ
る

本
村
の
22
年
度
予
算
へ
の

影
響
と
、
事
業
仕
分
け
に
対

す
る
村
長
の
考
え
は
。

　
本
村
で
も
地
方
交
付

税
や
電
源
立
地
交
付
金
、
国

立
岩
手
山
青
少
年
交
流
の

家
な
ど
、
複
数
事
業
が
事
業

仕
分
け
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
初
め
て
の
試
み
と
な
っ

た
事
業
仕
分
け
は
、
従
来
の

予
算
編
成
方
式
で
は
顕
在

化
し
得
な
か
っ
た
予
算
編

成
過
程
の
透
明
化
が
図
ら

れ
た
点
で
意
義
が
あ
っ
た
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　
本
村
で
も
、
今
ま
で
行
っ

て
き
た
事
業
が
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
る

か
、
既
存
事
業
の
見
直
し
や

廃
止
、
整
理
統
合
な
ど
推
進

す
る
一
方
、
22
年
度
か
ら
新

た
に
ス
タ
ー
ト
す
る
第
5

次
滝
沢
村
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
の
重
点
政
策
、
基

本
政
策
、
実
行
計
画
の
展
開

と
推
進
、
更
に
重
点
事
業
の

具
現
化
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

待
機
児
童
数
の
変
化
は

　
保
育
園
に
お
け
る
待

機
児
童
数
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
て
い
る
の
か
。

　
国
の
定
義
で
と
ら
え

た
場
合
、
本
村
の
待
機
児
童

は
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

特
定
の
保
育
所
を
希
望
す

る
な
ど
入
所
を
待
っ
て
い
る

方
は
、
11
月
末
で
44
人
お
り

ま
す
。

　
入
所
児
童
数
は
増
加
傾

向
と
な
っ
て
お
り
、
10
月
時

点
の
在
所
児
童
数
で
は
、
18

年
で
1,
1
9
1
人
、
19
年

で
1,
2
5
0
人
、
20
年
で

1,
2
9
6
人
と
増
加
し
て

お
り
ま
す
。
増
加
の
主
な
要

因
は
、
子
育
て
世
代
の
女
性

の
就
業
率
の
上
昇
も
要
因

の
一
つ
だ
と
捉
え
て
ま
す
。

・
妊
婦
検
診
や
女
性
の
ガ
ン

検
診
の
無
料
化
の
今
後
は

・
ヒ
ブ
菌
や
肺
炎
球
菌
の
ワ

ク
チ
ン
公
費
助
成
は

　
村
財
政
は
、
歳
入
の

落
ち
込
み
が
必
至
で
あ
る
。

　
自
主
財
源
の
確
保
に
は

観
光
事
業
の
推
進
も
重
要

と
思
う
が
、事
業
の
現
状
は
。

　
主
な
事
業
は
、
チ
ャ

グ
チ
ャ
グ
馬
コ
、
そ
れ
に
岩

手
山
と
鞍
掛
山
の
登
山
で

あ
り
ま
す
。

　
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
に
は

2
万
7
千
人
の
観
光
客
、
岩

手
山
の
登
山
者
は
馬
返
し

か
ら
１
万
人
と
鞍
掛
山
に

は
、
四
季
を
通
じ
３
万
人
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

　「
た
き
ざ
わ
自
然
情
報
セ

ン
タ
ー
」
も
完
成
し
今
後
は

観
光
客
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
努

め
ま
す
。

　
村
政
1
2
0
周
年
記

念
事
業
で
あ
る「
滝
沢
村

ホ
ー
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

評
価
は
。

　
馬
事
関
係
団
体
の
協

力
の
下
、
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬

コ
・
ス
ポ
ー
ツ
流
鏑
馬
・
馬

力
大
会
・
乗
馬
体
験
な
ど

馬
に
触
れ
合
う
機
会
を
提

供
で
き
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

１
万
人
の
集
客
を
得
ま
し

た
。

　
関
西
圏
の
方
も
見
受
け

ら
れ
馬
産
地
の
馬
事
文
化

に
親
し
む
機
会
を
提
供
で

き
事
業
の
目
的
が
達
成
さ

れ
ま
し
た
。

　
農
業
体
験
を
兼
ね

た
、
大
都
市
周
辺
の
小
中
高

生
の
修
学
旅
行
の
誘
致
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

　
最
近
の
傾
向
と
し
て

少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
旅
行
先
で
農
業
・
郷
土

芸
能
・
工
芸
等
の
体
験
学

習
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
観
光
に
変

化
し
て
い
ま
す
。

　
村
内
に
も
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

が
組
織
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

都
市
圏
で
の
修
学
旅
行
誘

致
説
明
会
等
に
積
極
的
に

参
加
し
誘
致
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

・
イ
ベ
ン
ト
集
客
の
手
法
と

そ
の
効
果
に
つ
い
て

・
自
然
系
・
人
文
系
観
光
資

源
を
如
何
に
活
用
し
振
興

を
図
る
か

・
観
光
土
産
品
の
開
発
と
そ

の
成
果
は

・
今
後
の
観
光
推
進
で
最
重

要
課
題
は
何
か

　「
農
業
が
元
気
な
ま

ち
づ
く
り
」を
推
進
す
る
た

め
、
生
産
か
ら
加
工
、
流
通
、

販
売
ま
で
の
一
連
の
事
業
で

あ
る
、
１
次
・
２
次
・
３
次

産
業
が
融
合
し
た
6
次
産

業
の
取
組
み
へ
の
支
援
の
考

え
は
。　「

滝
沢
村
花
卉
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」の
よ
う
な
、加
工
、販
売
、

流
通
の
技
術
を
持
っ
た
企
業

と
の
協
働
が
望
ま
し
い
と
考

え
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
村

内
に
あ
る
６
次
産
業
の「
タ

ネ
」
と
な
る
物
の
把
握
に
努

め
、
村
の
農
業
・
観
光
・
企

業
担
当
の
連
携
を
深
め
、
Ｐ

Ｒ
活
動
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後

は
、
経
済
産
業
部
内
で
様
々

な
視
点
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
置
し
検
討
し
ま
す
。

交
流
拠
点
複
合
施
設
の

　
　
　
　
　
　
整
備
は

　
大
き
な
事
業
費
が
必

要
と
さ
れ
る
こ
の
施
設
は
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
住
民

に
貢
献
す
る
、
全
村
的
な
施

設
に
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う

な
整
備
を
す
る
の
か
伺
い

ま
す
。　

村
長
公
約
で
、
現
在

の
公
民
館
や
図
書
館
の
改
築

の
必
要
性
、
福
祉
活
動
と
担

い
手
育
成
の
拠
点
機
能
を

併
せ
持
つ
建
築
構
想
を
約

束
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各

地
域
で
の
懇
談
等
で「
産
直
」

や「
道
の
駅
」
と
い
う「
物

販
」に
対
す
る
要
望
も
多
く
、

様
々
な
角
度
か
ら
整
備
を
検

討
し
、
26
年
度
の
完
成
を
目

指
し
ま
す
。

電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
　
　
　
今
後
は

　
地
方
税
申
告
シ
ス
テ

ム（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
を
12

月
14
日
に
県
内
で
最
初
に

運
用
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
す

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
す
る
ほ
か
、
事
業

所
へ
も
文
書
で
利
用
周
知
を

図
り
ま
す
。

　
23
年
か
ら
は
、
確
定
申
告

の
デ
ー
タ
を
同
シ
ス
テ
ム
を

通
じ
て
国
税
と
の
連
携
が
予

定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
確
定

申
告
は
、
国
税
の
イ
ー
タ
ッ

ク
ス
・
地
方
税
の
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
の
利
用
促
進
を
図
り
、

事
務
の
電
子
化
を
推
進
し

ま
す
。
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学
力
向
上
に
村
・
教
育

委
員
会
・
学
校
が
全
力
で

平
成
22
年
度
の

　
事
業
予
算
に
つ
い
て

観
光
推
進
事
業
の
現
状
と

  

今
後
の
振
興
策
に
つ
い
て

「
6
次
産
業
」へ
の

取
り
組
み
支
援
の
考
え
は

学
校
と
家
庭
の
学
習
は

一
体
と
捉
え
教
員
研
修
実
施

国
の
動
向
を

　
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
型
の

　
　
　
　
観
光
事
業
を
推
進

様
々
な
視
点
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
　
を
設
置
し
検
討
す
る
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まこと
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